
















































































































































































































































































































































































































１ Jürgen Habermas, Die Neue Unubersichtlichkeit, Suhrkamp Verlag、１９８５、S．８１．（河上倫逸監訳、
上村隆広・吉田純・城達也訳、『新たなる不透明性』、松籟社、１９９５年、１１１ページ）なお、翻訳があ
るものについては翻訳も参照したが、必要に応じて訳を変更した部分がある。





Politischer Liberalismus - Eine Auseinandersetzung mit John Rawls, Die Einbeziehung des Anderen :









のだろうか。しかしこれはまた別考を要する問題である。たとえば、Frantz Fanon, Les Damnes de




















１９ Jürgen Habermas, Faktizitaet und Geltung : Beitraege zur Diskurstheorie des Rechts und des
demokratischen Rechtsstaates, Suhrkamp Verlag、１９９２、S．５２１．（河上倫逸・耳野健二訳、『事実性と
妥当性－－法と民主的法治国家の討議理論にかんする研究』、未来社、２００２年、３３３ページ）























３１ Carl Schmitt, Politische Theologie, Duncker & Humblot、１９３４、S．４３．（邦訳、２８ページ）
３２ Ebd., S．４３．（邦訳、２８ページ）
３３ 他方で、むしろ、シュミットの政治理論が彼の宗教的な確信に基づく政治神学であるという解釈を論
証した最近の研究としては、Heinrich Meier, Die Lehre Carl Schmitts : Vier Kapitel zur

























４６ Habermas、１９８３、a. a. O., S．８８．（邦訳、１２０ページ）
４７ Ebd., S．８６．（邦訳、１１８ページ）
４８ Habermas、１９９２、a. a. O., S．４３５．（邦訳、下巻、８９ページ）
４９ Habermas、１９８５、a. a. O., S．１１３．（邦訳、１５４ページ）
（おおくぼ よしお 社会学研究科社会学専攻博士後期課程）
（指導教員：辰巳伸知教授）
２０１５年９月３０日受理
ハーバーマスの市民的不服従論（大窪 善人）
-- 14 --
